
 

 

 

 

 

 

 

 学校が始まってから約１ヵ月が経ちましたが、みなさん調子はどうでしょうか。新しい環境に慣れて

きた人もいれば、まだまだ緊張の中、頑張っている人もいるかと思います。頑張りすぎず、少しずつで

いいので、できることを増やしていってください。休み明けは、体だけでなく心の健康も崩しやすくな

ります。生活リズムを整えるとともに、自分の気持ちや心にも目を向けて、大切にしてください。 

 

 

 

 

５月 ９日（火） 聴力検査１年・なかよし 

１１日（木） 聴力検査２年 

１２日（金） 聴力検査３年 

１５日（月） 聴力検査５年 

１８日（木） 尿検査２次 回収日① 

１９日（金） 尿検査２次 回収日② 

２２日（月） 視力検査１年・なかよし 

２３日（火） 視力検査２年 

２４日（水） 視力検査３年 

２５日（木） 心臓検診１年・対象者 

２６日（金） 視力検査４年 

２９日（月） 視力検査５年 

３０日（火） 視力検査６年 

 

  

 

A 1.0以上 学校で生活をするのに、十分な視力です。 

B 0.7～0.9 学校の生活で、たまに困ることがあります。 

C 0.3～0.6 教室の後ろから黒板の文字が見えにくいことがあります。 

D 0.2以下 教室の前列でも黒板の文字が見えにくい視力です。 

※B,C,Dの人は・・・病院を受診して、メガネが必要なら使いましょう。 

 

 

 

心臓が「ドキン、ドキン」と正しく動いているかの検査を行います。 

手首と足首に洗濯ばさみのようなものをつけたり、お腹に吸盤のようなものを 

つけたりします。痛くないので安心して検査を受けてください。 

令和５年５月８日 

大和田小 保健室 

お家の人と一緒に 

読みましょう。 

健康診断では、体に異常がないか、 

バランスよく成長できているかは見るこ

とができますが、その原因や正確な数値

は見ることができません。 

「受診のすすめ」をもらった人や、気に

なるところがある人は、早めに病院へ行

きましょう。 

視力
しりょく

検査
けんさ

の結果
けっか

 A,B,C,D ってどんな意味
い み

？  

心臓
しんぞう

検診
けんしん

ってなにをするの？  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異物除去法について 

＊２０２１年に、新潟県で小５男児が給食のパンを喉に詰まらせて亡くなる事故がありました。 

子供は気道が狭いため、のどがつまりやすくなっています。 

 

◎背部叩打法・・・肩甲骨の間を手根部で強く叩く。何度も。（誰にでも行うことができる） 

◎腹部突き上げ法・・・拳を、みぞおちの下の方に当て、片方の手で包み、 

手前上方に圧迫するように突き上げる（妊婦や乳幼児に対しては行わない）  

 

水難事故について 

＊令和５年４月、富山県高岡市のフィットネスクラブのプールで 5歳の男の子が溺死する事故がありました。 

＊水難救助の専門家によると、口は呼吸をするのに

精一杯で、助けを求める発話をする余裕はなく、また

手を振って助けを求める余裕もないことから、 

「人は溺れるときは声を出さず、水面を叩くわけでも

なく静かに沈む」そうです。 

◎溺れる可能性があることを忘れず、目を離さない 

ように注意してください。 

新型コロナウィルス感染症対策は、５月８日より変更いたしました。 

５月２日に配布した資料をご確認ください。 
 

マスクをはずせない児童に声かけをお願いします！ 
 

５月に入ると、日差しが強くなり、急に気温が上がる日があります。そんな中の体育や登下校時に、

マスクを外すことができない児童が多く見られます。「暑いからマスクは外してね、熱中症になる危険

があるよ」と声をかけても、なかなか外そうとしません。理由を聞くと、「感染症が怖いから」、「恥ずか

しいから」とのことです。約３年間、マスクの着用を求められてきたのですから当然のことです。 

夏本番までに、少しでもマスクを外すことへの抵抗感を下げられるよう、外では積極的にマスクを

外すこと、室内でもマスクを外していいことを、ご家庭でもお話いただけると幸いです。 

教職員向け救命講習を行いました！ 

毎年プール指導前には、全教員が心肺蘇生法と AED を使えるように救命講習を行っています。動画や

資料で方法を確認した後、４グループに分かれて、実技演習を行いました。いつ、どこで緊急事態が起き

ても、すぐに救命行動がとれるように意識とスキルを高めていきます。救命講習の中で、「異物除去法」と

「水難事故」についても取り上げました。どちらも子供に多い事故ですので、ご紹介させていただきます。 


